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国
賓
の
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
が
宮
中
晩
餐
会
に
出
席
す
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
の
岐
阜
市
内
で
の
自
由
民
主
党
支
部
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
自
由
民
主
党
の
竹
下
亘
総
務
会

長
は
、
国
賓
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
同
性
だ
っ
た
場
合
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
国
賓
を
迎
え
て
開
く
宮
中
晩
餐
会
に
出
席
す
る
こ

と
は
反
対
だ
と
述
べ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
国
で
同
性
婚
も
し
く
は
同
等
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｇ
�
の
国
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
日
本
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
各
国
の
首
脳
が
同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
同
伴
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
竹
下
氏
は
「
日
本
国
の
伝
統
に
合
わ
な
い
」
と
も
発
言
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
安
時
代
に
実
在
し
た
人
物
の
日
記
に
同
性
愛
行
為
の
記
述
を
含
ん
だ
も
の
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
い
く

つ
か
は
当
時
天
皇
の
地
位
に
あ
っ
た
人
物
と
の
関
係
性
を
記
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
中
世
以
降
は
、
武
士
の
間
で
男
色
が
盛

ん
に
な
り
、
戦
国
時
代
の
随
筆
「
梧
窓
漫
筆
」
に
「
戦
国
の
時
に
は
男
色
盛
ん
に
行
な
は
れ
、
寵
童
の
中
よ
り
大
剛
の
勇
士
多

く
出
づ
」
と
の
記
述
が
あ
っ
た
り
、
江
戸
時
代
の
武
士
道
の
書
で
あ
る
「
葉
隠
」
に
男
色
を
す
る
際
の
心
得
が
説
か
れ
て
い
た

り
し
て
い
ま
す
。

一



ま
た
、
江
戸
時
代
の
町
人
文
化
で
も
題
材
に
な
っ
て
お
り
、
井
原
西
鶴
の
「
好
色
一
代
男
」
に
は
、
主
人
公
が
一
生
の
う
ち

に
関
係
を
持
っ
た
人
数
を
「
戯
れ
た
女
三
千
七
百
四
十
二
人
。
男
は
七
百
二
十
五
人
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
近
代
以
前
の
日
本
で
は
、
同
性
愛
が
異
性
愛
と
比
較
し
て
問
題
あ
る
行
為
だ
と
見
な
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ

許
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
宮
中
晩
餐
会
自
体
は
、
明
治
以
降
に
西
洋
か
ら
の
文
化
を
取
り
入
れ
ら
れ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、

日
本
の
伝
統
的
文
化
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
し
ま
す
。

一

政
府
は
、
国
賓
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
同
性
で
あ
っ
た
場
合
、
竹
下
氏
の
言
う
よ
う
に
宮
中
の
晩
餐
会
へ
の
出
席
を
認
め
な
い

の
か
、
そ
れ
と
も
、
認
め
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

二

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
は
日
本
の
伝
統
に
合
う
の
か
合
わ
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。

二


